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ＬＬとは、スウェーデン語でLättlästの略語で、「や

さしく読める」という意味です。 

誰もが社会的に平等である

権利をもっています。誰もが

読書を楽しみ、情報を得るこ

とは基本的な人権にかかわる

ことであり、保障されるべき

ことと思います。 

スウェーデンでは、ＬＬブ

ックの出版は１９６８年に、

教育省により政府直轄の事業

として、わずかな予算ながら、

実験的に始められ、１９８０ 

年代に入ると、やさしく読める新聞記事の要望に応え

て「８ＳＩＤＯＲ（８ページ）」新聞が週１回発行さ

れました。インター 

ネットが普及した今 

では、毎日ホームペ 

ージ上（ ｈｔｔｐ: 

//ｗｗｗ.８ｓｉｄｏ 

ｒ.ｓｅ/ ）に掲載さ 

れ、合成音声による 

読み上げが可能とな 

りました。１９８７ 

年には議会決議によ 

り、財団法人「ＬＬ 

ブックセンター」が設立され、今に至っています。 

日本のＬＬブックは、１９９６年に「全日本手をつ

なぐ育成会」が発刊した写真だけで構成された料理本

「ぼなぺてぃ」や、２００２年に愛育社から「山頂に

むかって」や「リーサのたのしい一日」の日本語版な 

 

 

 

どが発売されています。 

 

 

 

 

 

 

 

最近の日本での取り組みについては、２００９年３

月発刊の「ＬＬブックを届ける」編著 藤澤和子・服

部敦司 読書工房（２,４００円＋税）を、読んでい 

ただければ、著者たちのＬＬブックへの熱い想いが 

伝わってくると思います。 

大阪市手をつなぐ育成会 

との共催で、２００５年よ 

り「ＬＬブックを進める― 

だれもがみんな読書を楽し 

みたい。知的障がいや自閉 

症、読み書き障害などがあ 

っても、願いは一緒」をテ 

ーマに、年１回大阪市立中 

央図書館で、セミナーを開催してきました。今年１月

１３日には、第８回セミナー「やさしく読める出版物、

わかりやすい新聞」をテーマに、「全日本手をつなぐ

育成会」が１７年前より、発行している新聞「ステー

ジ」の編集者を東京より招き、講演していただきまし

た。（大阪市立中央図書館地下１階にＬＬブックコー

ナーが常設しています。） 

また毎年１月に、谷町６丁目のカフェ＆ギャラリー

「路地カフェ」にて、ＬＬブックフェアを開催し、本

の販売や展示、マルチメディアデージー図書の実演を

しています。来年もセミナーやブックフェアを予定し

ています。 

誰もが読書を楽しみ、多くの情報が得やすくなるよ

う、ＬＬブックの活動の支援をお願いしたいと思いま

す。 
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